
有限会社オコッペフィードサービスの取組みについて

１ 設立の背景と経緯

○ 規模拡大により地域の生乳生産量は着実に拡大しているが、個々の農家では、労働

時間の増加など様々な問題が発生

・規模拡大による労働時間の増加

・規模拡大により取得した農地が分散しているため、作業効率が悪いほか、堆肥の還

元作業にも障害

・機械の大型化による機械経費の負担増

・機械利用組合が組織されているが、天候や作業順番などにより品質格差が生じるこ

とへの不公平感

・興部町の酪農経営

区 分 平成５年 平成１０年 平成１６年 備 考

酪農家戸数 １４０戸 １２０戸 ９８戸

乳用牛飼養頭数 １１６００頭 １１９００頭 １０９００頭, , ,

２才以上 ６９００頭 ７３２０頭 ６９２０頭, , ,

, ha , ha , ha飼料作物作付面積 ６５６９ ６４１３ ６２８６

生乳生産量 ４３４５６ｔ ４６２５４ｔ ４７５８２ｔ, , ,

１戸当たり

乳牛飼養頭数 ８３頭 ９９頭 １１１頭
２才以上 ４９頭 ６１頭 ７１頭

公共牧場を除く飼料作付面積 ４２ ４８ ５７ha ha ha
t t生乳生産量 ３１０ｔ ３８５ ４８６

○ これらの問題を解決するため、興部町北興地区の酪農家全体で飼料生産のシステム

化を協議し、賛同した酪農家５戸で、平成１０年に自給飼料生産組合「オコッペフィ

ードサービス」を設立。平成１１年に有限会社化。現在の構成員は９戸。

個人経営 個人の経営は

・搾乳部門 そのままで

・飼料生産部門 飼料生産部門のみを個人の経営から

・育成部門 切り離して分業化（組織化）

個人経営の効率化

農地の高度利用

良質粗飼料の安定確保



２ 取組内容と効果

○ オコッペフィードサービスは、草地管理に必要な機械一式を所有し、構成員の飼料

畑（約 ）の管理全てを請け負い、収穫した飼料はバンカーサイロに一括貯蔵し500ha
サイレージを製造。サイレージに配合飼料等を加え、３種類のＴＭＲ飼料を調製し、

構成員の牛舎に配送

・主要な業務は、飼料の収穫、草地の肥培管理・更新、ＴＭＲの調製・配送

・飼料の収穫は、構成員による共同作業（８時半～午後４時半、時給 円）1,200
・収穫した飼料は、ＴＭＲ原料として全量を買い取る

・ＴＭＲの調製は常雇用２人が行い、毎日、構成員牛舎に配送して販売する

圃 場 オコッペフィードサービス 構成農家

（構成農家の土地を ９戸

集約利用） 自給飼料生産に関す 土地の利用

約 るすべての作業計画 乳牛飼養500ha
をつくり実行する 原材料代 生乳生産

収穫

作業 バンカーサイロ 飼養頭数

牧 草 頭1,167
T 757ＴＭＲセンター ＭＲ宅配 成牛

410(代金) 育成

収穫物 機械センター

労働力 戸当たり1
サイレージ用 従業員等 １７人 (労賃) 頭130
とうもろこし 参加農家経営者９

後継者４、雇用４ 堆肥(無償)

○ サイレージの単位面積当たりの生産量は、着実に増加している。粗飼料の自給率

１００％を維持しながら、余剰サイレージの販売も行っており、粗飼料の地域内自給

度の向上にも貢献している。また、草地の生産性の維持向上のため、草地更新を毎年

３０～５０ha程度計画的に行うこととしており、平成１６年の実績は５０ha。

区 分 平１１ 平１３ 平１５

飼料面積（ ） ３００ ３９６ ４９９ha

牧草 ２７５ ３５８ ４５４

とうもろこし ２５ ３６ ４５

サイレージ調製量（ｔ） ５０３０ ６０００ １０８７３, , ,
（ あたりの調製量） （１８１） （１８３） （２１８）ha . . .

牧草サイレージ ４２９１ ５９２７ ９２０４, , ,

コーンサイレージ １１５０ １３００ １６６９, , ,



○施設投資（平成１０年）

施設・機械名 備 考

バンカーサイロ( 基)11
（ ×２、 ×４、 自己資金1,000t 800t

×１、 ×４）650t 500t
ＴＭＲ飼料調製庫( 棟) 自己資金1
自走式ハーベスター( 台) 飼料生産対策事業（国費）1
自走式ミキシングカー( ｍ ) 飼料生産対策事業（国費）17 ３

コーンプランター 飼料生産対策事業（国費）

車庫 北海道農業元気づくり事業（道費単独）

管理棟 北海道農業元気づくり事業（道費単独）

その他機械

（事業費 千円）174,082

平成１４年度には、事業規模の拡大に対応するため、自給飼料増産総合対策事業を活

、 、 、 、用し 自走式フォーレージハーベスター ハイダンプワゴン モアコンディショナー

スラリースプレッダーを導入

○ オコッペフィードサービス（ＯＦＳ）設立時に、構成員が所有していた作業機械を

ＯＦＳにリースまたは売却した結果、個々の経営の機械経費は大幅に削減された。

平９(個人保有) 平 (会社＋個人)12

自走機械(ﾄﾗｸﾀｰ、自走式ﾊｰﾍﾞｽﾀｰ、ﾌｧｰﾑﾀﾞﾝﾌﾟ等) ３０台 ２１台

飼料収穫・調製(ﾃｯﾀﾞｰ、ﾛｰﾙﾍﾞｰﾗ、ﾃﾞｨｽｸﾊﾞｲﾝ等) ７１台 ２６台

圃場管理(ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ、ﾊﾟﾜｰﾊﾛｰ、ｺｰﾝﾌﾟﾗﾝﾀｰ等) ２９台 １７台

糞尿処理(ﾏﾆｭｱｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰ ﾊﾞｷｭｰﾑｶｰ ﾌﾛﾝﾄﾛｰﾀﾞ等) ２９台 ２０台、 、

ＴＭＲ調製( ﾐｷｻｰ、ｻｲﾚｰｼﾞｶｯﾀｰ等) ５台 ２台TMR

合 計 １６４台 ８６台

○ 構成員の労働負荷の大幅な軽減、良質粗飼料の安定的確保による１頭当たり乳量の

増加のほか、乳牛の疾病の減少、構成員所有機械の処分等により生産コストの低減が

図られたことなどにより、構成員の経営状況は大きく改善された。

３ 全道への効果の波及

○ 設立から６年が経過し、飼料自給の安定、経営の改善等に大きな成果を上げている

が、今後の展開方向としては、飼料自給率の維持・向上を図りながら、構成員が生乳

生産部門に特化し増頭することが可能な環境をつくるため、構成員の育成牛の飼養管

理を行うことを検討している。

○ オコッペフィードサービスの取組みが契機となり、その後、道内各地で本方式を

基本としたＴＭＲセンターが設立されており、現在、９つのＴＭＲセンターが稼働し

ている。


